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東北関東大震災の影響に鑑み、「全員参加の定例勉強会」
ではなく、無理なく参加できる会員の自主参加の形で開
催しました。
…………………………………………………………………
Digitable 基礎講座

「Adobe Bridge による画像管理」：高木大輔講師
Adobe Bridge は Photoshop、InDesign や Illustrator など
の Adobe CS シリーズ以降に付属する画像管理ソフトで、
他の Adobe ソフトと共通で画像などのデータを共有管理
できるのが最大の特徴だが、キーワード、ラベル付け、
さまざまな分類と検索や、PDF や Web への出力など今後
の画像管理ソフトの流れを探るためにも、Adobe Bridge
の概要を見ておこう。
…………………………………………………………………
○ワークスペース / 表示形式
写真をリストもしくはサムネールで表示したり、詳細な撮影
情報を表示したり、選択した写真だけ大きく表示したり、作
業目的によってさまざまな表示を選ぶことが出来る。
■初期設定
写真の荒選りとラベル、レーティング、キーワードなどの仕
分けに便利。
■フィルムストリップ
写真をじっくり選択用の基本モード。ルーペ機能で見たい部
分のピントがワンタッチで確認できる。
■出力
コンタクトシートを作成し、PDF や Web ページに出力できる。
■レビューモード
レビューモードは円卓のターンテーブルのような感覚で写真
の閲覧、選択が出来る。見たい部分のピントがワンタッチで
確認できるルーペ機能も使いやすい。
○機能説明
■キーワード
撮影場所や被写体などをキーワードとして写真へ付加できる。
これにより大量のフォルダの中から目的の写真をすばやく探
し出せる。写真を取り込んだらすぐにキーワードパネルでチ
エックする習慣を身に付けるとよいだろう。

自主勉強会となったが、参加者の士気は高い

初期設定画面

レビューモード

ルーペ機能



■ラベル
写真のセレクト状況を色別に分類する。
■レーティング
レーテイングもラベルと同様、写真を分類する機能の一
つで、5 段階の★で写真を格付け評価する。
■メタデータ
写真に埋め込まれている、画像データ以外の情報のこと
で、撮影時の日時や画像サイズなどのファイル情報、カ
メラの機種名や絞り値などの Exif 情報に加え、Brigde で
は撮影者の氏名などの個人情報、著作権者やモデルなど
の様々な情報を埋め込むことが出来る。
メタデータとは膨大なデータの山の中から目的のデータ
を探し出す手助けとするために作成されるもので、特に、
画像データなどは、そのままでは単純なキーワード検索
を行うこともできず、メタデータの恩恵を大きく受ける
■検索
タスクバー検索ウィンドウによるキーワード検索と、更
に詳しい「編集」検索メニューによる検索がある。
■コレクション
別々のフォルダーにある写真でも被写体別やテーマ別に
まとめて保存できる、いわば仮想フォルダの機能で、ハー
ドディスクの容量節約にもつながる。
■出力（PDF ファイルや Web ページへ）
テンプレートやページあたりの掲載点数、サイズなどを
指定していくだけで見栄えのいい Web ページや PDF ファ
イルが出来上がる。尚、Adobe Bridge 自体には直接の印
刷機能はないが、作成した PDF ファイルを印刷すればよ
いので、実用上は特に問題はないだろう。
********************************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）

参加者全員による “ライト二ングトーク”
（持ち時間 5 分のショートトーク）

今回は少人数ながら参加者の士気は高く、通常会にも負
けない熱いトークが披露された。
NY さんは、地震に負けない勇気をくれる動画を披露しな
がら、人間の素晴らしさ、人間の記憶の 87％を認識する
視覚→写真の力を語ってくれた。
T 講師からは、最近購入した YASHICA 製のハンディ名刺
スキャナーの実演。参加者の名刺をスキャンするとたち
どころにテキストが検出され住所録を作成してくれる。
H 講師は Brigde のデータ管理の話から、急遽使用してい
るデータベースの話しをしてくれた。興味ある方は 2009
年 4 月のレポートなども参照されるとよいだろう。
SY 氏はご自身の Blog を紹介、デジタブルホームページ
からもリンクさせていただいた。FaceBook やツィッタ―
などと連動して日々の研究の成果を発信する。
AY さんは、昨秋の東欧旅行であるテーマについて悩んで
いるとの事だが、近々素晴らしい作品を発表いただける
だろう。
IH 氏はモノクロ等のプリント比較の考察。シンプルな比
較素材のおかげで、特にモノクロにおいては紙質の風合
いが大きく反映されるのがよく分かった。
最後に新入会員の MM さんから近作のプリント披露。明
暗とグラデーションに注目して撮り込んだ葉の表情が美
しい。JPEG オンリーの撮影であったが、入会を機に積極
的に RAW にも取り組んでいきたいとのことである。
********************************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）

●フィルター /
コンテンツ / 書き出し
各パネル
必要に応じて切り替えるが、例え
ばフィルターパネルでは下記の項
目によって、写真を選別しての表
示が可能だ

ラベル
レーティング
ファイルタイプ
キーワード
作成日
修正日
画像方向
縦横比
カラ―プロファイル
ISO
露出時間（シャッタースピード）
絞り値
レンズ焦点距離（35mm 換算も）
レンズ（機種名）
画像入力危機のモデル名（機種）
シリアル番号（カメラの番号）
ホワイトバランス
CameraRaw

○ Adobe Bridge（CS5） 機能別ウィンド（図 164）※別途プリントして活用してください

●アプリケーションバー
写真の取り込み、Photoshop や CameraRAW の
起動など、他ソフトとの連携機能のメニュー

● コンテンツパネル
選択したフォルダーやコレクションに
含まれる写真を表示するメインウィン
ドウ。表示形式は「ワークスペース」
で切り替えられる

●ラベル / レーティング
写真にそれぞれ右のような 5 段
階の色別のラベルや★印をつけ
て、セレクトに役立てる

●サムネールのサイズ / 表
示切り替え
スライダーでサムネールのサイズを拡
大したり、写真の表示画質、詳細情報
など表示形式を変更する

●ワークスペース（表示形式）
「作業場」の意味で、CS5 のデフォルトでは 4種
類のワークスペースがメニューバーに表示され
ているが、右端の▼から作業目的によってさま
ざまな表示を選ぶことが出来る

●検索
キーワードを指定して写真を検索できる
（コンテンツパネルが該当する写真に入れ替わる）

●ツールバー
表示画質の設定やレーティングやラベルによる
絞り込みの作業、写真の並べ替え等に使用

●パスバー
フォルダーの階層を表示する機能
直接クリックしてフォルダーを開くことも可　

●お気に入り
/ フォルダツリー
必要に応じて切り替える

●表示
右上の 4つのワークス
ペース以外にも、「表
示」からのプルダウン
メニューでさまざまな
表示が選択できる

●プレビューパネル
コンテンツパネルで選択した写真を表
示。ワンタッチで写真の一部を 100％拡
大できるルーペ機能も使える

●メタデータパネル
露出や焦点距離など写真に埋め込まれ
ている Exif 情報や、Brigde で埋め込
んだ撮影者及び著作権に関する情報を
表示できる

●キーワードパネル
キーワードの作成、編集、管理を行う。
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takagi TK-PRESS

選択
第二候補
承認済み
レビュー
作業用

ルーペ機能

今回も力作の「Adobe Bridge- これ 1 枚！」テキスト

作成したコンタクトシートと Web フォトギャラリー



Photoshop 研究講座　平野正志　講師
「グラデーションマップ②」
（テキストから抜粋）

グラデーションマップで利用されるさまざまなグラデー
ション。カラフルなグラデーションを適応すればソラリ
ゼーションのような効果が加えられる。ここではモノク
ロ写真を作るために利用する。

（中略）
選択範囲を作りマスクとして部分の調整に利用すると、
グラデーションマスクでも細かな部分修正が可能で、そ
れだけでもある程度の満足は得られそうだと感じる。
加えて白黒レイヤーで、細かなデータの調整を行えばさ
らに細かく調整できそうである。
とりあえず、0-255 のグラデーションを与えることで、適
度なコントラストが得られる点で安易にモノクロ化する
ことが出来るのは便利と感じる。
試しに最も下に粒状を加えるなどの試みも、マスクとと
もに面白い効果にはなりそうだ。
ダブルトーン印刷と重ねるなど、さまざまな調整を加え
る事も可能で、印刷のための版としても透明度を調整す
るなどで可能だろう。
グラデーションマップは明暗トーンを白黒に変更して適
度なトーンカーブでコントラストを調整するように見え
る。色に対しての調整はできないので白黒レイヤーとは
一線を画す様だ。
色を扱って白黒に調整する白黒レイヤーで調整後にコン
トラストをトーンカーブなどで調整したものと、どう違
うかも検証したい。
白黒レイヤーとグラデーションマップ、両方を使っての
調整でより細かな調整が可能になりそうな予感がある。
…（後略）

（編集部注）
「グラデーションマップ」を作品づくりに生かす平野講師

の考察だが、筆者は単純に露出補正の救済策（ハイライ
ト部の調整等）に使用したりすることはある。多分に経
験的な自己流の手法であるが…。
平野講師の続編に期待し、その時ついでにご紹介してご
批評いただければと思っている。
********************************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）
DIGITABLE 写真技術勉強会 (HOME)  
 http://www.digitable.info

平野正志講師の作例サンプルを囲む

今月の 1 枚：（2011 年 3 月 11 日撮影）
筆者仕事場 4 階の惨状
本棚はしっかり固定しておきましょう 
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描画色、背景色に色

を指定してみたら。

描画色・背景色のアイコンに色を

指定するとその色が基本となるグ

ラデーションにが作られ、グラ

デーションマップに適応される。

上図。グラデーションに登録され

ている基本のグラデーションは白

から黒（０－２５５）でできてい

るが、黒に赤を指定して赤から白

とすると上のグラデーションが出

来、青と赤の画像となった。

基本グラデーションのほかに用意

されたグラデーションには様々な

色を含んでいる。その中の虹色を

選ぶと下の画像となる。下図。

基本的には色のグラデーションを適応することは特殊効果の適応という結果となった。

基本モノクログラデーションはモノクロ効果となる。

細かなモノクロ変換は、色調補正の中にある白黒には及ばないが、簡単な変換という効果はあるようだ。

重ねたレイヤーの効果として薄い色をレイヤーで加えるなどすればダブルトーン・調色にも利用できそうだ。

最後に白黒を選びカラーデータを白黒のトーンに調整する。
全体のバランスを見ながら透明度などを調整
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グラデーションマップ②では中央の

葉の右下部分の白い部分をすくし暗

く設定したかったので、葉の部分を

選択し調整する。黒のスライダーの

位置は１５％に設定。

レイヤーの透明度は６７％にした。

最後に白黒を選びカラーデータを白

黒のトーンに調整する。レイヤーの

一番下画像に近い位置に置かないと

効果が表れないので、白黒レイヤー

はのちに下に移動した。

それぞれのレイヤーの目玉をつけ、

画像全体を重ねた状態で、様子を見

る。全体のバランスを見ながら透明

度などを調整した。

選択範囲を作りマスクとして部分の調整に利用すると、グラデーションマスクでも細かな部分修正が可能

で、それだけでもある程度の満足は得られそうだと感じる。

加えて白黒レイヤーで、細かな殻データの調整を行えばさらに細かく調整できそうである。

とりあえず、0-255 のグラデーションを与えることで、適度なコントラストが得られる点で安易にモノク

ロ化することが出来るのは便利と感じる。

試しに最も下に粒状を加えるなどの試みも、マスクとともに面白い効果にはなりそうだ。

ダブルトーン印刷と重ねるなど、さまざまな調整を加える事も可能で、印刷のための版としても透明度を

調整するなどで可能だろう。

グラデーションマップは明暗トーンを白黒に変更して適度なトーンカーブでコントラストを調整するよう

に見える。色に対しての調整はできないので白黒レイヤーとは一線を画す様だ。

色を扱って白黒に調整する白黒レイヤーで調整後にコントラストをトーンカーブなどで調整したものと、

どう違うかも検証したい。

白黒レイヤーとグラデーションマップ、両方を使っての調整でより細かな調整が可能になりそうな予感が

ある。

元画像のハイライト部分をグラデーションマップで調整し、
印象的な画像に！
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背景のコピーを作りその上にグラ

デーションマップ①を重ねてみ

る。

グラデーションの詳細では黒のス

ライダーの位置を８％に修正す

る。

最終的にレイヤーの透明度を

４７％に修正した。

グラデーションマップ 3 では、

グラデーションの詳細で白のスラ

イダーを９６％に設定。中央の葉

の部分をマスクする。

レイヤーの透明度は１００％。

グラデーションマップのグラデーションの詳細設定では、初期設定で設定したグラデーションの黒白両サイドと中間

の位置が設定される。それぞれをスライドすると、黒や白の幅を狭めたり、中間値を元のグラデーションの位置に対

応して修正できる。

左の黒のスライダーを右の白に近づけるように動かせば画面全体のトーンの黒の占める割合が増え、逆に右の白のス

ライダーを左の黒に近づければ、画面全体のグラデーションのうち白に近いグレーが白に変更され、白い画面になる。

中間のスライダーは中間値の元のトーンに占める位置を変更する。

基本以外に自由にスライダーも設定できスライダーを設定するとそれぞれの中間値も設定される。

基本グラデーションのほかに用意された中の虹色を選ぶと
ソラリゼーションのような画像となる


